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研究要旨 

Heme Oxygenase（HO）は、誘導型の HO-1 と恒常的に存在する HO-2 がある。そ

の HO-1 は、熱や酸化ストレス、などにより発現が惹起されるタンパク質である。

すなわち、HO-1 はストレス負荷時の細胞保護効果に貢献している。最近、イチゴ

は、ガリック酸、キシリトールなど抗炎症作用物質が含まれている事が判明した。

しかしながら、HO-1 との関係は未だ報告されていない。本研究は、イチゴ成分が

HO-1 の発現を惹起出来るかを目的とした。その結果、イチゴ凍結乾燥粉末は HO-1

を惹起した。しかしながら、ガリック酸、キシリトールは出来なかった。イチゴ

には未知の HO-1 惹起物質が示唆された。 

 

 

Ａ．研究目的 

ヘモグロビンのヘムタンパク質から遊離し

たヘムは、活性酸素種（Reactive Oxygen 

Species: ROS）の産生を惹起する。すなわち，

生体にとって非常に有害である。この有害なヘ

ムを分解するのが Heme Oxygenase（HO）であ

る。具体的には、HO-1 は、ヘムを一酸化炭素

（CO）、鉄、ビリルビン（胆汁色素）に分解す

る。CO は活性酸素の除去、ビリルビンは強力

なラジカル補足作用がある。さらに、HO-1 の

発現により炎症性サイトカインの産生を抑制

できる。したがって、HO は、細胞保護効果を

有している。 

HO には 2 種類のアイソザイム、HO-1、-2 が

ある。HO-1 は、ストレス（紫外線、熱ショッ

ク、低酸素状態、活性酸素、エンドトキシンや

重金属など）の応答により惹起される。そして、

HO-2 は、恒常的に発現している。近年、前者

のストレス応答による HO-1 の発現の惹起物質

の探索が行われている。種々のストレスに対す

る細胞保護効果を見込めることが示唆される。 

ヘビイチゴは、生薬として使われてきた。ヘ

ビイチゴと同様に、現在よく市販されているイ

チゴ成分中にも、アントシアニンなど抗炎症性

成分が含まれている。そこで本研究では、イチ

ゴ成分が HO-1 を惹起出来るかを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

【HO-1 惹起実験】 

細胞には、マウスマクロファージ様細胞の

RAW264.7 細胞を用いた。添加する試料は 3 種

類である。すなわち，イチゴ凍結乾燥粉末（最

終濃度：20ug/ml）、ガリック酸（1mM）、キシ

リトール（１mM）を用いた。これらの試料を添

加し、16 時間培養した。その後、細胞を回収

しウェスタンブロット法にて HO-1 の検出を行

った。また、アクチンをコントロールタンパク

質として用いた。検出方法は、化学発光法を用

いた。   

 

Ｃ．研究結果 

イチゴ凍結乾燥粉末、ガリック酸、キシリト

ールの刺激によりRAW264.7細胞からHO-1の発

現増強がみられたのは、イチゴ凍結乾燥粉末の

みであった。統計学的処理おいてもコントロー

ル群と比較して有意な差が確認された。 

 

Ｄ．考察 

本研究において、イチゴ凍結乾燥粉末中に

HO-1 を惹起する未知の物質の存在が明らかに

なった。エンドトキシン刺激による High 

Mobility Group Box-1（HMGB1）の放出抑制は、

HO-1 が関与していることが示唆される。最近、

イチゴ中のガリック酸、キシリトールが抗炎症

作用を示している。しかしながら、ガリック酸、

キシリトールは、HO-1 の惹起が出来なかった。



おそらく、他の機構、シグナル伝達系の調節に

より抗炎症を発揮していることが考えられる。

今後は、イチゴ凍結乾燥粉末中の未知の物質を

同定することが必要である。 

 

Ｅ．結論 

イチゴ凍結乾燥粉末中により、未知の HO-1

惹起物質存在が明らかとなった。 
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